
あすならホーム西の京 小規模多機能型居宅介護 運営推進会議 議事録 

開催日時 令和 8 年 7 月 11 日（第 85 回） 10:45～11:30  

運営推進会議メンバー 

（本日の参加者） 

利用者・家族：  2 名    地域代表：  6 名 

市・包括職員：  １名    職員   ：  6 名 

有識者：  １名      

利用者登録状況 

要支援 

１ 

要支援 

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 

合計 

   

1 名 

  

2 名 

 

５名 

 

9 名 

 

１名 

 

5 名 

 

2 名 

 

25 名 

・小規模多機能（6 月 30 日現在） 

（ 5 月実績）  通い 485 名  泊まり 246 名  訪問 529 回 

（ 6 月実績） 通い 455 名  泊まり 239 名  訪問 531 回   

新規 0 名  解約 2 名  入院 0 名  長期宿泊 5 名 短期利用１名 

報告事項 ➀介護事故について 

・5 月 1 件（配薬ミス：夕食後の薬を昼食後に配薬）  

・6 月 2 件（転倒 1 件、配薬忘れ１件） 

②身体拘束 

・やむを得ず身体拘束をされている方はおられません。 

③虐待について 

・虐待及び不適切ケアはありません。 

④苦情 

・ご利用者様、ご家族様からの意見について 

⑤利用者様との関わり 

・外出企画 （２件） 

・外出支援 （友人と外食のため送迎） 

・ドライブ 

⑥地域との関わり 

◇ランチ企画 

毎月 5 日・10 日・15 日・20 日・25 日・30 日 10:15～13:00 

体操とランチを実施。毎回 20～30 名参加 

◇ふくし学習会（コープふれあいセンター六条で開催） 

 

今後の予定 ◎ホームの予定 

・ふくし学習会（月 1 回、コープふれあいセンター六条にて） 



 ７月２８日（火）10:30～11:30 「介護保険について」 居宅：竹田 CM 

 ８月２７日（火）10:30～11:30 あすなら１０の基本ケア「③トイレに座る」 

・あすならサロン 

５、０のつく日に体操とランチを実施。ランチは R5 年 6 月から再開 

・コープ七条 介護医療相談会 

第 2 月曜  

評価・要望・意見等 ■ 感想・意見交換 

• いつも楽しそうに過ごされている。配薬ミスについて、あすなら職員と

相談してミスを減らしていければと思う。（いろは薬局） 

• 介護事故が毎月上がっているのが気になる。配薬ミスは職員の落ち度。

どのようなケアをしているのか疑問。この会に参加するたびに報告件数

が０件であることを祈っているが、毎回上がっている。事故を起こした

ら日頃どれだけ良いケアをしていても台無しになる。心してほしい。

（地域の方） 

•  友人のご主人をあすならで看取ってもらった。数日間の利用だった

が、友人に対しても食事の心配等気にかけてもらって親切に対応しても

らったと聞いた。（地域の方） 

• ふくし学習会に参加したことがきっかけで、あすならランチに参加する

ようになった（地域の方） 

• はじめてこの会に参加した。あすならランチに２年間参加しており、皆

勤賞。娘も元気になったと喜んでくれている。（地域の方） 

• お誕生日のお祝いにお出かけ企画で外出し、楽しく過ごした。同級生に

話したら、今度一緒にお出かけしようというお話になった。今までお出

かけに積極的ではなかったが、いいきっかけになった。（利用者様） 

• リハビリもしているからか、身体の痛みも楽になってきており、よりお

出かけの意欲が高まった。（利用者様） 

• このような会で地域の方と集まって話せることが幸せ。一人ひとりがよ

り良く生きるというのは介護の現場では難しい。私たち自身がこれは譲

れないという大切なものを見つけることが重要。（地域の方） 

• 母があすならにお世話になった。当時、必死に介護していた。職員に失

礼なことを言ってしまったこともあった。（地域の方） 

• ヒヤリハットの活用が大切。（地域の方） 

• 外出することが本当に大切だと思った。（地域の方） 

• 自立とは頼れる場所をたくさん作ることだと最近よく耳にする。地域で

生きていくことが必要。（地域の方） 

• AI やチャット GPT は介護の現場で活用しているのか。（地域の方） 

• 介護事故が発生した際は職員間でどのように情報を共有しているのか。

（地域の方） 



 

• 身寄りのない方で困っている方の早期発見が大切。身近な方でおられた

らお声がけしていただければと思う。要支援の認定がでても何も利用し

ない方が多いとの統計結果も出ている。リハビリデイなど、利用して要

介護の予防に活用をしていただければと思う。（京西・都跡包括支援セ

ンター） 

• なぜ他の利用者はこの会に参加しないのか疑問。この地域で過ごしてき

た。近所に食事できるお店がない。あすならサロンのランチがこの地域

の楽しみの場になっていることが心強い。（利用者様） 

■ その他 事業所職員より 

・今後の生活に、介護職、看護師、薬剤師、ケアマネ、地域の財源も利用しな

がら多職種と関り、様々な場に参加していただければと思います。 

・AI の活用については、会議の議事録作成に活用しています。介護現場での活

用はできていません。業務の効率化を目指して、法人内で AI の活用チームも発

足しています。 

・介護事故について、事故発生時のカメラの映像を確認している。職員間事故

発生の原因と対策について話し合って共有しています。 

・契約時、どういうふうに最期を迎えたいか看取りするかを確認しています。

ご利用者様、ご家族様から今は元気なのになぜそんなことを言わないといけな

いのかとご指摘をいただくことがあります。元気なうちから、考えることが大

切です。今後ともよろしくお願いいたします。 

その他必要な事項 ・次回開催 9 月 12 日（土） 10:00～11:30 



あすならホーム西の京 小規模多機能型居宅介護 運営推進会議 議事録 

開催日時 令和 8 年５月 16 日（第 84 回） 10:00～11:30  

運営推進会議メンバー 

（本日の参加者） 

利用者・家族：  1 名    地域代表：  ８名 

市・包括職員：  １名    職員  ：  8 名 

有識者：  １名      

利用者登録状況 

要支援 

１ 

要支援 

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 

合計 

   

1 名 

  

2 名 

 

５名 

 

10 名 

 

１名 

 

６名 

 

３名 

 

28 名 

・小規模多機能（4 月 30 日現在） 

（ 3 月実績）  通い 533 名  泊まり 253 名  訪問 654 回 

（ 4 月実績） 通い 509 名  泊まり 249 名  訪問 602 回   

新規 0 名  解約 3 名  入院 1 名  長期宿泊 4 名 

報告事項 ➀介護事故について 

・3 月 2 件（転倒 2 件）  

・4 月 4 件（配薬 1 件、転倒 2 件、低床ベッドからの転落 1 件） 

②身体拘束 

・やむを得ず身体拘束をされている方はおられません。 

③虐待について 

・虐待及び不適切ケアはありません。 

④苦情 

・ご利用者様、ご家族様からの意見について 

⑤利用者様との関わり 

・外出企画 （3 月黒谷公園、4 月馬見丘陵公園でお花見） 

⑥地域との関わり 

◇ランチ企画 

毎月 5 日・10 日・15 日・20 日・25 日・30 日 10:15～13:00 

体操とランチを実施。毎回 20～30 名参加 

◇ふくし学習会（コープふれあいセンター六条で開催） 

 

今後の予定 ◎ホームの予定 

・ふくし学習会（月 1 回、コープふれあいセンター六条にて） 

５月 2６日（火）10:30～11:30「熱中症予防・フレイル」担当:篠原 NS 



 

６月 23 日(火) 10:30～11:30 あすなら 10 の基本ケア「②床に足をつけて座る」

担当:安井（看護多機能） 

・あすならサロン 

５、０のつく日に体操とランチを実施。ランチは R5 年 6 月から再開 

・コープ七条 介護医療相談会 

第 2 月曜  

評価・要望・意見等 ■ 感想・意見交換 

• サービス利用後、寝ている時間が減った。（地域の方） 

• 宿泊利用のおかげで時間を気にせず仕事ができる。母はリハビリに行け

るまで回復。（地域の方） 

•  「みんなが和気あいあいとしていた初心」を忘れずに頑張ってほし

い。（地域の方） 

• 職員愛・利用者愛が伝わる内容だった。専門職として正しい言葉遣いを

するようご助言をいただく。（京西都跡包括支援センター） 

• 5 と 0 の付く日サロンの参加について（地域ボランティア） 

• 訪問リハビリの専門性に感謝。息子たちに迷惑をかけないよう、転倒や

寝たきり防止に努力している。（利用者様） 

• 生協の「助け合い」の理念に感動。母が「今が一番幸せ」と安心して旅

立てたことに感謝。（地域の方） 

• 「介護者がハッピーだからこそ、利用者もハッピーになれる」と応援。

職員の言葉遣いにご意見をいただく。（地域の方） 

• 小規模のおかげで母が元気になった。98 歳で人工透析はしない方針。

コーヒー企画を楽しみにしている。（地域の方） 

• お花見の日に来所、とても楽しそうに準備されていた。（いろは薬局） 

• 看護小規模多機能サービス利用のおかげでフルタイムで働けている。訪

問時の挨拶、お出かけ企画を要望。（地域の方） 

 

■ その他 事業所より 

「介護者がハッピーだからこそ、利用者もハッピーになれる」という温かいお

言葉をいただき、深く感謝いたします。 今後もしっかり話し合う看取りのケ

ア、お花見やこども食堂を通した地域との交流、そして職員が安心して働き続

けられる環境づくりを、皆様と一緒に進めてまいります。 これからも、お気づ

きの点などございましたらご意見を、どうぞよろしくお願いいたします。 

その他必要な事項 ・次回開催 7 月 11 日（土） 10:00～11:30 


